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2007-2756

2007/01/29

高気圧エアーチェンバ
ー

　酸素カプセルの体験会で、被害者の
入ったカプセル内の気圧を加圧したと
ころ、右耳の鼓膜に負荷がかかり、右
外傷性鼓膜穿孔となった。

　事故品を操作していたリラクゼーションサロンの担
当者が、被害者に対して、加圧中の耳抜きの必要性を
十分説明しなかったため、被害者が不調を訴えず加圧
を続けて、鼓膜を損傷したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「耳抜きできない場合は使
用しないこと、鼓膜を損傷する恐れがある。」旨記載
がある。

　購入事業者の説明不足による事故であるため、
措置はとらなかった。
　なお、販売事業者や購入事業者に販売する際は
、研修指導（座学、実技講習、ペーパーテスト）
が実施されている。
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